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側方加圧は開口量の
少ない患者に適応　

４月度生涯研修講座

第２回
理事会

義
務
化
撤
回
訴
訟

保
険
で
よ
い
歯
科
署
名

国
会
提
出
に
向
け

第
３
次
原
告
団
募
集
中

５
月
末
締
切

春夏秋冬
　

現
行
の
健
康
保
険
証
を
廃
止
し
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
と
一
体
化
さ
せ
る
「
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
法
等
一
部
改
正
」
法
案
が
、
参
議
院
で

審
議
中
だ
。

　

す
べ
て
の
国
民
が
医
療
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
、
日
本
の
誇
る
べ
き
国
民
皆
保
険
制

度
の
大
前
提
が
健
康
保
険
証
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
は
切
れ
目
な
く
受
診
で
き
る
よ
う

有
効
期
間
内
に
新
た
な
健
康
保
険
証
が
送

付
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
が
大
き
く
変

わ
る
事
態
、
そ
れ
が
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法

等
一
部
改
正
」
法
案
で
あ
る
。

　

保
険
証
１
枚
握
り
し
め
て
医
療
機
関
に

駆
け
込
む
こ
と
も
あ
る
は
ず
だ
。
５
月
17

日
の
参
議
院
地
方
創
生
及
び
デ
ジ
タ
ル
社

会
の
形
成
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
で
、

保
団
連
・
竹
田
智
雄
副
会
長
は
、「
誰
し

も
突
然
の
ケ
ガ
や
病
気
に
よ
っ
て
受
診
が

必
要
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
無
保
険
扱

い
の
状
態
は
本
来
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
」
と
訴
え
、「
発
行
・
交
付
義
務
」
か

ら
「
申
請
主
義
」
へ
の
転
換
が
「
国
民
に

大
き
な
不
利
益
を
も
た
ら
す
」
と
強
く
批

判
し
て
い
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け

て
、
保
険
証
機
能
を
一
体
化
さ
せ
る
申
請

を
し
、
時
間
と
手
間
を
か
け
て
や
っ
と
交

付
を
受
け
、
さ
ら
に
５
年
後
に
ま
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
更
新
を
行
っ
て
―
―
、

そ
ん
な
こ
と
が
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
、

障
が
い
者
施
設
に
入
所
す
る
国
民
に
ま
で

一
律
に
強
い
ら
れ
る
。

　

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
荻
原
博
子
氏

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト

国
民
皆
保
険
の
大
前
提

健
康
保
険
証
を
国
民
か
ら

奪
っ
て
は
な
ら
な
い

　

臨
床
学
術
部
は
、
４
月
23

日
生
涯
研
修
講
座
「
保
険
の

エ
ン
ド
を
極
め
る
」
を
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。
牛
窪

敏
博
氏
（
Ｕ
’ｚ
デ
ン
タ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）
を
講
師

に
１
０
４
人
が
参
加
し
た
。

　

破
折
フ
ァ
イ
ル
は
取
る
べ

き
か
、
取
ら
な
い
べ
き
か
の

解
説
の
中
で
、
破
折
フ
ァ
イ

ル
を
患
者
に
説
明
し
な
い
と

善
管
注
意
違
反
に
接
触
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
補
足
し

た
。
さ
ら
に
破
折
フ
ァ
イ
ル

の
偶
発
症
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
の
ケ
ー
ス
で
除
去
す
る

必
要
は
な
く
、
得
意
な
除
去

方
法
を
習
得
し
、
患
者
に
簡

単
な
同
意
書
を
書
い
て
も
ら

う
こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。

　

根
管
充
填
の
注
意
点
と
し

て
は
、
側
方
加
圧
は
ほ
と
ん

ど
の
大
学
で
教
え
ら
れ
て
い

て
、
流
動
性
加
圧
充
填
で
は

５
月
に
認
可
さ
れ
る
バ
イ
オ

Ｃ
シ
ー
ラ
―
に
て
シ
ン
グ
ル

ポ
ケ
ッ
ト
法
の
根
充
方
法

が
、
特
に
大
臼
歯
な
ど
で
、

開
口
量
の
少
な
い
患
者
に
は

適
応
す
る
と
し
た
。

　

外
科
的
治
療
の
是

非
に
つ
い
て
は
、
症

状
が
な
け
れ
ば
６
カ

月
か
ら
１
年
の
経
過

観
察
を
勧
め
、
上
顎

前
歯
の
外
科
的
歯
内

療
法
と
意
図
的
再
植

術
に
つ
い
て
も
解
説
し
た
。

　

無
菌
的
治
療
、
器
具
の
消

毒
、
滅
菌
は
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
解
説
。
定
期
的

に
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
に
よ
る

確
認
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

臨
床
コ
ス
ト
と
し
て
、
ア
ポ

イ
ン
ト
管
理
に
つ
い
て
は
根

管
治
療
の
患
者
は
１
日
３
〜

４
人
に
限
定
し
、
回
数
は
シ

ン
プ
ル
な
根
管
は
２
回
、
複

雑
な
根
管
は
３
回
で
治
療
を

終
わ
ら
せ
て
、
予
約
時
間
は

可
能
で
あ
れ
ば
１
回
１
時
間

が
理
想
だ
と
し
た
。

　

最
後
に
器
具
の
滅
菌
と
、

器
具
滅
菌
、
洗
浄
の
プ
ロ
ト

コ
ー
ル
を
順
守
す
る
こ
と
と

し
、
時
間
当
た
り
の
売
り
上

げ
を
考
慮
す
る
と
、
治
療
回

数
と
治
療
時
間
が
決
ま
っ
て

く
る
と
話
し
た
。
講
演
後
は

質
問
に
応
じ
閉
会
し
た
。

　

協
会
は
13
日
、
第
２
回
理

事
会
を
開
き
、「
保
険
で
良

い
歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め

る
」
請
願
署
名
の
取
り
組

み
、
保
険
証
廃
止
法
案
撤
回

を
求
め
る
取
り
組
み
な
ど
の

運
動
対
策
、
評
議
員
会
・
総

会
に
向
け
た
会
務
運
営
な
ど

を
協
議
し
た
。

　

運
動
対
策
で
は
、
健
康
保

険
証
を
廃
止
し
な
い
こ
と
を

求
め
る
請
願
署
名
に
つ
い

て
、
会
員
１
３
１
人
（
３
・

１
％
）
か
ら
１
、
１
５
８
筆

が
集
ま
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
「
義
務
化
」
方
針
撤
回
を

求
め
る
会
員
署
名
は
、
会
員

２
１
９
人
（
５
・
１
％
）
か

ら
集
ま
っ
た
と
報
告
が
あ
っ

た
。
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科

医
療
を
求
め
る
請
願
署
名

は
、
会
員
２
４
２
人
（
協
力

率
５
・
７
％
）
か
ら
５
、
６

８
２
筆
集
ま
っ
た
。
６
月
１

日
に
国
会
議
員
要
請
行
動
で

提
出
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
７
月
９
日
に
第
９

回
日
常
診
療
経
験
交
流
会
を

開
催
す
る
。
テ
ー
マ
は
「
フ

レ
イ
ル
新
局
面
〜
医
科
・
歯

科
共
有
認
識
で
コ
ロ
ナ
禍
に

学
ぶ
〜
」
と
し
、
実
行
委
員

会
で
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

誰
で
も
参
加
可
能
。
東
京

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
し
込
み
を
す
れ
ば
、
受

付
後
、
委
任
状
等
の
必
要

書
類
が
届
く
。
申
し
込
み

・
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
も
参
照
可
能
。

　

東
京
保
険
医
協
会
が
全

国
か
ら
原
告
を
募
集
し
、

「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

義
務
不
存
在
確
認
請
求
訴

訟
（
「
義
務
化
撤
回
訴

訟
」）
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
２
月
27
日
第
１
次
提

訴
で
２
７
４
人
だ
っ
た
原

告
は
、
４
月
27
日
の
第
２

次
提
訴
で
合
わ
せ
て
１
０

７
５
人
を
超
え
た
。

　

現
在
、
第
３
次
原
告
団

が
呼
び
掛
け
ら
れ
て
い

る
。
保
険
診
療
を
行
う
医

師
・
歯
科
医
師
で
あ
れ
ば

　

会
務
運
営
で
は
、
５
月
28

日
（
日
）
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ

グ
ラ
ス
ミ
ア
大
阪
21
階
で
午

後
１
時
〜
総
会
の
開
催
を
予

定
し
て
お
り
、
準
備
を
進
め

た
。
記
念
講
演
は
午
後
３
時

か
ら
開
催
。「
ア
ン
チ
エ
イ

ジ
ン
グ
医
学
」
を
テ
ー
マ
に

鶴
見
大
学
歯
学
部
前
教
授
の

斎
藤
一
郎
氏
に
お
話
し
い
た

だ
く
。

　

理
事
会
の
開
催
前
に
は
、

千
日
前
筋
周
辺
で
「
保
険
で

よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
求
め

る
」
請
願
署
名
へ
の
協
力
を

呼
び
か
け
る
街
頭
宣
伝
に
取

り
組
み
、
戸
井
逸
美
副
理
事

長
な
ど
理
事
・
事
務
局
が
参

加
し
た
。
テ
ィ
ッ
シ
ュ
に
ハ

ガ
キ
式
の
署
名
用
紙
を
折
り

込
ん
で
あ
る
も
の
を
配
布

し
、
多
く
の
府
民
が
受
け
取

っ
た
。

付
与
第
２
弾
締
切
の
２
０
２
３
年
２
月
末

当
時
、
駆
け
込
み
申
請
が
殺
到
し
、
自
治

体
の
窓
口
に
５
時
間
待
ち
の
列
が
で
き
た

こ
と
や
シ
ス
テ
ム
障
害
が
起
こ
っ
た
問
題

を
指
摘
し
て
い
る
。「
５
年
後
の
更
新
時

期
に
同
じ
こ
と
が
起
こ
る
」。
更
新
す
る

こ
と
が
面
倒
に
な
り
、
保
険
証
の
発
行
申

請
を
し
な
い
人
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

４
月
27
日
に
東
京
保
険
医
協
会
が
主
催

し
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
不
存

在
確
認
等
請
求
訴
訟
」
の
第
２
次
原
告
団

結
成
集
会
で
、
東
京
協
会
会
員
で
も
あ
る

小
池
晃
参
議
院
議
員
（
共
産
）
は
、
こ
う

発
言
し
た
。「
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
る
と

い
う
重
大
事
態
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
も
保
険
診
療
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ん
で
し
ょ
、
と
い
う

ぐ
ら
い
の
受
け
止
め
で
い
る
人
が
多
い
の

で
は
な
い
か
」。
こ
の
法
案
が
医
療
に
か

か
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
事
態
に
つ
な
が

る
こ
と
を
広
く
国
民
に
知
ら
せ
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
。

　有機フッ素化合物の
総称で、「ピーファス」

と呼びます。熱に強く、水や油をは
じく性質があり、泡消火剤やはっ水
スプレーなどに使われてきました。

自然界では分解されず、発がん性の
恐れも指摘されます。米軍基地や工
場付近で地下水の汚染が各地で見つ
かり、不安が高まっています。

ＰＦＡＳ

４面下にPFASに関連する学習会をご
案内しています。ご参照ください。


